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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期
第３四半期
累計期間

第34期
第３四半期
累計期間

第33期
第３四半期
会計期間

第34期
第３四半期
会計期間

第33期

会計期間

自平成21年
　４月１日
至平成21年
　12月31日

自平成22年
　４月１日
至平成22年
　12月31日

自平成21年
　10月１日
至平成21年
　12月31日

自平成22年
　10月１日
至平成22年
　12月31日

自平成21年
　４月１日
至平成22年
　３月31日

売上高（千円） 2,532,2021,603,429821,873 480,2072,994,797

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△322,764△264,928△123,655 95,166△1,087,005

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失(△)（千円）
△291,704△206,521△124,958 96,563△1,099,578

持分法を適用した場合の投資損失

（千円）
145,000 － － － 146,169

資本金（千円） － － 2,910,9162,910,9162,910,916

発行済株式総数（株） － － 38,363,22038,363,22038,363,220

純資産額（千円） － － 1,756,460742,008 948,562

総資産額（千円） － － 2,463,450974,0001,445,642

１株当たり純資産額（円） － － 45.93 19.40 24.80

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額(△)（円）

△7.62 △5.40 △3.26 2.52 △28.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 71.3 76.2 65.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
66,808△472,276 － － △218,024

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△8,015 △10,533 － － △85,485

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△15 △33 － － △39

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,494,409649,2381,132,081

従業員数（人） － － 23 22 22

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資損失については、第34期第３四半期累計期間、第33期第３四半期会計期間及び

第34期第３四半期会計期間は関連会社は存在しますが、持分法を適用した場合の投資損益がないため記載し

ておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第33期第３四半期累計期間及び第33期は

潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。第34期第３四

半期累計期間及び第33期第３四半期会計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、第34期第３四半期会計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 22 　
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第３四半期会計期間の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 46,971 －

アミューズメント事業　　　（千円） 66,616 －

コンサルティング事業　　　（千円） 5,593 －

　合　　計　　　（千円） 119,181 －

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

        ３. セグメント間の取引はありません。　

(2）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 56,175 －

アミューズメント事業　　　（千円） 94,669 －

コンサルティング事業　　　（千円） 329,362 －

　合　　計　　　（千円） 480,207 －

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２. セグメント間の取引はありません。　

２．前第３四半期会計期間及び当第３四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社　ドン・キホーテ － － 322,394 67.1

株式会社　三共 336,276 40.9 － －

株式会社　東プロ 262,870 32.0 － －

株式会社　三共プランニング 11,444 1.4 － －

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

（1）業績の状況　

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、景気の後退に一部企業においては回復の兆しがみられますが、欧米

の景気減速懸念、円高、デフレの進行、厳しい雇用情勢による個人消費の低迷など経済社会全体としては依然力強さ

を欠く足踏み状況下で推移しております。

　当社の主要顧客の多くを占めるエンターテインメント・アミューズメント業界におきましても、個人消費低迷に

よる消費者の節約志向等により、娯楽市場の縮小傾向は継続しており引続き非常に厳しい環境で推移しておりま

す。

　当第３四半期会計期間の業績は、売上高につきましては480百万円（前年同期比41.6％減）となりましたが、損益

につきましては、コンサルティング事業において大型案件コンサルティングフィー獲得等により営業利益93百万円

（前年同期108百万円の営業損失）、経常利益95百万円（前年同期123百万円の経常損失）、四半期純利益96百万円

（前年同期124百万円の四半期純損失）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　

①　コンテンツ事業

　当第３四半期会計期間のコンテンツ事業につきましては、版権仲介事業の一環である映像演出企画等の周辺ビジ

ネスやスポーツイベントに対する運営委託業務などを中心に活動を行ってまいりましたが、高い利益率獲得には至

りませんでした。

　この結果、売上高は56百万円（前年同期比86.2％減）、セグメント損失は4百万円（前年同期44百万円の損失）と

なりました。

②　アミューズメント事業

　当第３四半期会計期間のアミューズメント事業につきましては、当社オリジナルのアミューズメント施設用メダ

ルゲーム筐体「OMEGA－V」について、得意先であるゲームセンター等の市場環境悪化は改善されず、販売・レンタ

ルは当初予想に反して伸び悩みました。また新規事業開拓のための海外出張、販路拡大のためのアドバイザリー契

約締結など販売費及び一般管理費が増大しセグメント収益を圧迫し、損失計上に至りました。

　この結果、売上高は94百万円（前年同期比74.4％減）、セグメント損失は59百万円（前年同期28百万円の利益）と

なりました。

③　コンサルティング事業

　当第３四半期会計期間のコンサルティング事業につきましては、「遊休不動産活用コンサルティング事業」につ

いて都心の大型案件のコンサルティングフィー獲得に至り、セグメント収益に大きく貢献いたしました。

　この結果、売上高329百万円（前年同期比657.8％増）、セグメント利益252百万円（前年同期1百万円の損失）とな

りました。

　上記の金額には総務部門等管理部門に係る配賦不能営業費用は含んでおりません。

　

（2）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況　

（資産）

　当第３四半期会計期間末における総資産は974百万円（前事業年度末は1,445百万円）となり、471百万円の減少

となりました。この主な要因は、貸倒引当金の減少（△2,645百万円から△2,572百万円へ72百万円減）、有形固定

資産の増加（30百万円から53百万円へ22百万円増）がある一方で、現金及び預金の減少（1,132百万円から649百

万円へ482百万円減）、受取手形及び売掛金の減少（148百万円から82百万円へ65百万円減）があったことによる

ものです。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債は231百万円（前事業年度末は497百万円）となり、265百万円の減少とな

りました。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少（383百万円から89百万円へ293百万円減）等によるもので

す。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は742百万円（前事業年度末は948百万円）となり、206百万円の減少とな

りました。これは、四半期純損失の計上による利益剰余金の減少（△3,854百万円から△4,060百万円へ206百万円

減）によるものであり、自己資本比率は76.2％となりました。

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

 5/27



（3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期会計期間末に比べ

24百万円増加し、当第３四半期会計期間末には649百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は71百万円（前年同四半期は105百万円の使用）となりました。これは主に税引前

四半期純利益の計上（96百万円）、売上債権の減少（121百万円）等の増加要因と、仕入債務の減少（138百万円）

等の減少要因があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は47百万円（前年同四半期は10百万円の使用）となりました。これは有形固定資産

の取得による支出（46百万円）等があったことによるものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果使用した資金は0百万円（前年同四半期は0百万円の使用）となりました。これは自己株式の取得

による支出（0百万円）によるものです。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 71,000,000

計 71,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 38,363,220 38,363,220

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

　単元株式数

　1,000株

計 38,363,220 38,363,220 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 38,363,220 － 2,910,916 － 1,961,297

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 123,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,164,000 38,164 －

単元未満株式 普通株式 76,220 － －

発行済株式総数 38,363,220 － －

総株主の議決権 － 38,164 －

　 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コモン

ウェルス・エン

ターテインメント

東京都港区麻布十

番一丁目10番10号
123,000 　－ 123,000 0.32

計 － 123,000 － 123,000 0.32

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】　

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 39 35 28 28 27 52 40 35 37

最低（円） 30 24 24 24 25 26 30 30 32

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを

受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について 

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 649,238 1,132,081

受取手形及び売掛金 82,884 148,537

商品及び製品 14,019 5,772

仕掛品 2,526 －

その他 159,377 192,291

貸倒引当金 △65,070 △137,478

流動資産合計 842,975 1,341,204

固定資産

有形固定資産 ※1
 53,005

※1
 30,194

無形固定資産 3,153 3,222

投資その他の資産

長期貸付金 1,388,374 1,388,624

関係会社長期貸付金 146,169 146,169

破産更生債権等 151,215 151,220

敷金及び保証金 524,262 520,154

長期未収入金 371,520 371,520

その他 602 865

貸倒引当金 △2,507,280 △2,507,535

投資その他の資産合計 74,865 71,020

固定資産合計 131,024 104,438

資産合計 974,000 1,445,642

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 89,399 383,289

未払法人税等 3,072 7,379

引当金 3,171 5,735

その他 77,230 53,823

流動負債合計 172,874 450,227

固定負債

退職給付引当金 18,786 12,657

その他 40,330 34,194

固定負債合計 59,117 46,851

負債合計 231,991 497,079

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

11/27



（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,910,916 2,910,916

資本剰余金 1,961,297 1,961,297

利益剰余金 △4,060,831 △3,854,310

自己株式 △69,373 △69,340

株主資本合計 742,008 948,562

純資産合計 742,008 948,562

負債純資産合計 974,000 1,445,642
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 2,532,202 1,603,429

売上原価 1,953,471 1,017,612

売上総利益 578,731 585,817

販売費及び一般管理費 ※1
 743,406

※1
 854,698

営業損失（△） △164,674 △268,880

営業外収益

受取利息 2,254 2,339

受取賃貸料 － 900

その他 3,185 813

営業外収益合計 5,439 4,052

営業外費用

貸倒引当金繰入額 162,869 －

為替差損 － 50

租税公課 － 48

その他 659 1

営業外費用合計 163,529 100

経常損失（△） △322,764 △264,928

特別利益

前期損益修正益 1,275 －

固定資産売却益 3,909 864

貸倒引当金戻入額 6,238 72,663

新株予約権戻入益 20,542 －

その他 － 2,346

特別利益合計 31,966 75,873

特別損失

前期損益修正損 － 206

固定資産除却損 － 16,351

特別損失合計 － 16,558

税引前四半期純損失（△） △290,797 △205,613

法人税、住民税及び事業税 907 907

法人税等合計 907 907

四半期純損失（△） △291,704 △206,521
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 821,873 480,207

売上原価 674,094 117,630

売上総利益 147,778 362,577

販売費及び一般管理費 ※1
 255,934

※1
 268,679

営業利益又は営業損失（△） △108,155 93,897

営業外収益

受取利息 114 686

物品売却益 955 －

受取賃貸料 － 450

その他 294 180

営業外収益合計 1,364 1,316

営業外費用

貸倒引当金繰入額 16,800 －

為替差損 － 47

その他 64 0

営業外費用合計 16,864 48

経常利益又は経常損失（△） △123,655 95,166

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,699

特別利益合計 － 1,699

特別損失

前期損益修正損 1,000 －

特別損失合計 1,000 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △124,655 96,866

法人税、住民税及び事業税 302 302

法人税等合計 302 302

四半期純利益又は四半期純損失（△） △124,958 96,563
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △290,797 △205,613

減価償却費 19,485 10,533

貸倒引当金の増減額（△は減少） 282,877 △72,663

有形固定資産売却損益（△は益） △3,909 △864

固定資産除却損 － 16,351

たな卸資産評価損 35,000 －

新株予約権戻入益 △20,542 －

売上債権の増減額（△は増加） 68,096 65,652

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,600 △14,637

その他の流動資産の増減額（△は増加） 44,574 △29,112

仕入債務の増減額（△は減少） △132,226 △268,053

その他の流動負債の増減額（△は減少） 51,990 18,929

預り保証金の増減額（△は減少） 100 6,136

その他 3,674 1,866

小計 64,923 △471,473

利息及び配当金の受取額 3,095 407

法人税等の支払額 △1,210 △1,210

営業活動によるキャッシュ・フロー 66,808 △472,276

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △46,697

有形固定資産の売却による収入 5,215 2,850

貸付けによる支出 △42,000 △6,500

貸付金の回収による収入 27,300 18,050

敷金及び保証金の差入による支出 △3,030 △8,236

敷金及び保証金の回収による収入 4,000 30,000

その他 500 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,015 △10,533

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他 △15 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー △15 △33

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 58,777 △482,843

現金及び現金同等物の期首残高 1,435,631 1,132,081

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,494,409

※1
 649,238
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

　資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　なお、これによる営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期損益計算書）

　前第３四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期累計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は540千円であります。

　前第３四半期累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」及び「租税公

課」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第

３四半期累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は328千円、「租税公課」は330千円であります。

　

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期貸借対照表）

　前第３四半期会計期間において、区分掲記しておりました「前渡金」は、資産総額の100分の10以下となったため、当第

３四半期会計期間では流動資産の「その他」に含めて表示することとしました。なお、当第３四半期会計期間の流動資

産の「その他」に含まれる「前渡金」は6,113千円であります。

　前第３四半期会計期間において、投資その他の資産の「長期貸付金」に含めて表示しておりました「関係会社長期貸

付金」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四

半期会計期間の投資その他の資産の「長期貸付金」に含まれる「関係会社長期貸付金」は146,169千円であります。

　前第３四半期会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりました「破産更生債権等」及

び「長期未収入金」は、資産総額の100分の10を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。

なお、前第３四半期会計期間の投資その他の資産の「その他」に含まれる「破産更生債権等」は151,224千円、「長期未

収入金」は17,000千円であります。

　前第３四半期会計期間において、固定負債の「引当金」に含めて表示しておりました「退職給付引当金」は、負債及び

純資産の合計額の100分の1を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期

会計期間の固定負債の「引当金」に含まれる「退職給付引当金」は11,965千円であります。

　

（四半期損益計算書）

　前第３四半期会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「受取賃貸料」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期会計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「受取賃貸料」は180千円であります。

　前第３四半期会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「為替差損」は、営業外費用総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期会計期間の

営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は64千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
 
 

当第３四半期累計期間 
（自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日）

棚卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前

事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しておりま

す。　

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、27,620千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、36,451千円であり

ます。

 

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

貸倒引当金繰入額 126,246千円

賞与引当金繰入額 2,963千円

退職給付費用 4,356千円

賞与引当金繰入額 3,171千円

退職給付費用 6,129千円

支払手数料 208,351千円

 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次の通りであります。

貸倒引当金繰入額 37,515千円

賞与引当金繰入額 1,862千円

退職給付費用 694千円

賞与引当金繰入額 3,171千円

退職給付費用 1,371千円

支払手数料 140,010千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成21年12月31日現在）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成22年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,494,409千円

預入期間が３か月を超える定期

預金
－千円

現金及び現金同等物 1,494,409千円

 

現金及び預金勘定 649,238千円

預入期間が３か月を超える定期

預金
－千円

現金及び現金同等物 649,238千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12

月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　　38,363千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　　   　124千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日に比べて著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

　

　
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円）

（注）　
145,000 －

 
前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 0 0

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） － －

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円） － －

　（注）関連会社の債務超過額のうち持分に負担させるべき額であり、前第３四半期累計期間の四半期財務諸表上は貸付

金に対する貸倒引当金繰入額として計上しております。
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（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

該当事項はありません。　

 

（企業結合等関係）

当第３四半期会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

該当事項はありません。

　

（資産除去債務関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

前事業年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期会計期間（自平成22

年10月１日　至平成22年12月31日）

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、本社に商品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う商品・サービスについて国内及

び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、事業本部を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されており、「コンテン

ツ事業」、「アミューズメント事業」及び「コンサルティング事業」の３つを報告セグメントとしておりま

す。

　「コンテンツ事業」は、パチンコ・パチスロ遊技機における、タレント・アーティスト・アニメなどを使った

キャラクタービジネスの一環として様々な商品の企画・製造・販売及び版権管理や契約仲介業務等を行って

おります。「アミューズメント事業」は、パチンコ・パチスロ遊技機をアミューズメント施設用のメダルゲー

ム機に転用する業務等を行っております。「コンサルティング事業」は、遊休不動産等の活用についてのコン

サルティング業務及びECO(エコ)プロジェクトとしてLED照明の販売を通じた店舗照明の総合コンサルティン

グ業務等を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第３四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

コンテンツ
事業

アミューズ
メント事業

コンサル
ティング事
業

計

売上高       

外部顧客への売上高 504,918731,959366,5511,603,429 － 1,603,429
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 504,918731,959366,5511,603,429 － 1,603,429

セグメント利益又は

損失（△）
44,978△58,123193,404180,259△449,140△268,880

　

　当第３四半期会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）　

（単位：千円）　

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書
計上額
（注）２

コンテンツ
事業

アミューズ
メント事業

コンサル
ティング事
業

計

売上高       

外部顧客への売上高 56,17594,669329,362480,207 － 480,207
セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 56,17594,669329,362480,207 － 480,207

セグメント利益又は

損失（△）
△4,004△59,618252,094188,470△94,573 93,897

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、当

第３四半期累計期間は△449,140千円、当第３四半期会計期間は△94,573千円であります。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益又は営業損失（△）と調整を行ってお

ります。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

　（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年

３月21日）を適用しております。

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年12月31日）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年12月31日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 19.40円 １株当たり純資産額 24.80円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 7.62円 １株当たり四半期純損失金額 5.40円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失

であるため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純損失（千円） 291,704 206,521

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 291,704 206,521

期中平均株式数（千株） 38,240 38,239

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

平成18年６月29日定時株主総会

決議による新株予約権(600,000

株)につきましては、平成21年６

月30日をもちまして権利行使期

間満了により失効しておりま

す。

－

 

前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 3.26円 １株当たり四半期純利益金額 2.52円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △124,958 96,563

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△124,958 96,563

期中平均株式数（千株） 38,240 38,238

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

当第３四半期会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

前事業年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月12日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中
 

監査法人ナカチ

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第33期事業年度の第３四半期会計期間（平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメントの平成21年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月10日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中
 

監査法人ナカチ

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　算浩　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第34期事業年度の第３四半期会計期間（平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメントの平成22年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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